
 

 

２０２５年１１月１９日 

      ＣＣＮｅｔ株式会社  

豊川局  

 

CCNet豊川局  第４１回放送番組審議会議事録  
 

１．開催日時    ２０２５年１１月１４日 １０:００〜１１:００ 

２．会  場  ＣＣＮｅｔ豊川局 会議室  

 

３．参 加 者  委 員  ※敬称略 

 

  大桑 立雅  

              岡 敏 

              久保田 久子 

              柴田 正旭 

              鳥山  重文 

              長坂 淳子 

              前田 徹也 

              森下  保 

              森本 稔史 

 

４．議  題  

（１） ２０２５年度 自主放送番組 実施結果報告 

（２） 放送番組 意見集約 

（３） ２０２６年度 自主放送番組 実施計画 

 

５．議事（要旨） 

（１）２０２５年度 自主放送番組 実施結果について報告 

 

（２）制作番組 意見集約について 

 

〇ご意見、ご提案 

 

◇「おまつりニッポン若葉祭」について 

 

（審議委員）わかりやすくストレスなく視聴できた。 

      伝統文化が好きな人に響く番組だと思う。 

 

（審議委員）全国の番組で豊川市の紹介があり、シティセールスにも繋がってよ

かった。今後も積極的に制作いただけるとありがたい。 

 

    （審議委員）お祭りという伝統文化や歴史は難しい内容になりがちだが、 

          ４Ｋできれいな映像が流れてくると子どもや外国人の目にも止ま

りやすい。 

 

（審議委員）祭りの詳細や背景がわかりやすく魅入ってしまった。 



 

 

       

（審議委員）祭りをよく知らなかったが、地元の子どもが活躍していることもわ

かって良かった。 

       

（審議委員）祭りの由来や歴史についてよく知らなかったので、番組を通して知

ることができた。 

 

（審議委員）見どころが多くて良かった。祭りの準備風景も取り入れると地元の

方の苦労が伝わってインパクトがあるのではないか。 

 

（審議委員）落語家のナレーションは独特の言いまわしがあって楽しく見られた。 

       全国放送なので愛知県の地図や補足テロップがもっとあるとよい

と感じた。 

       

    （審議委員）次回の制作予定などは決まっているのか？ 

           

    （事務局） 日本ケーブルテレビ連盟が企画している番組で、弊社も２０市町エ

リアがございますので、次回は未定となっております。 

          豊川市には、奇祭が多い印象がありますので、自主番組でも積極的

に取り上げていきたいと思っております。また、賞を受賞した番組

は、全国で放送されることがありますので、そういった方法も含め

て精力的に取材してまいります。 

               

 

 

 

◇「彫金がつなぐ５００キロのご縁」について 

 

（審議委員）彫金からクローズアップされていく流れは良かった。 

      彫金の説明や作業風景があるとより良かったのではないか。 

 

（事務局） 補足といたしまして今回作業風景の撮影が、プライベート空間で難

しいという経緯がございました。 

      前段があると、内容や技術について分かりやすいという貴重なご意

見をありがとうございました。 

 

（審議委員）個人の縁が繋がって番組ができていて興味深かった。結果として出

雲という地域に豊川市のプロモーションが出来て良かったと思う。 

 

    （審議委員）他の地域との情報のシェアはとても重要だと思う。 

          広く豊川市を知っていただける機会となって良かった。 

 

（審議委員）豊川市にこうした素晴らしい作品を作っている方がいれば、今後も

積極的に取り上げて頂きたい。 

       

 

 



 

 

（審議委員）大社神社と出雲大社のつながりを知ることができて良かった。 

      職人としての下山さんを取り上げて欲しかったが、撮影事情もある

ため今回はこれで良かったと思う。 

       

（審議委員）文化、スポーツ、祭りなど、広く豊川市と縁のあるところとコラボ

していって欲しい。見つけるのは大変だが、違う視点から面白い番

組ができると思う。 

 

（審議委員）制作者の苦労や技術が見られなかった点が残念だった。 

      彫金の部分の紹介が弱くなってしまったと思う。 

 

    （審議委員）タイトルから興味をそそられた。関係者しか知らない情報を知るこ

とができて良かったと思う。 

彫金や下山さんについてもっと知りたかったという気持ちになっ

た。 

 

 

 

◇「ウィークリーとよかわ」について 

 

（審議委員）中学生の職場体験は番組としてよくできていたが、 

どこまで中学生が制作しているのか？ 

 

（事務局） カメラは触る程度ですが、編集はすべて中学生がパソコンで行って

おります。職場体験の内容について、学校や地域からも非常に喜ん

でいただいておりますので、今後も続けてまいります。 

 

（審議委員）子どもから「ケーブルテレビに映るかも」という期待の声を聞くこ

とがある。自分の子どもにかかわらず、子どもの笑顔が映ると嬉し

く、微笑ましく見ることができる。 

      子どもたちが司会やアナウンサーを務める番組があっても良いの

では。放送部や放送委員会の子をアナウンサーとして活用する場面

があっても面白いのではないか。 

 

    （審議委員）地域のスポーツもこの番組でもっと見てみたい。 

          また、ボランティアで活動している人をもっと紹介してほしい。 

 

（審議委員） 工科高校のeスポーツは、運動の苦手な子も活躍できてよいと思う。 

        子どもたちの活躍している場面はとても良いと思う。 

       

（審議委員）ボランティアというのは、日々の活動が目に見えない。 

      民生委員や保護司など表には出ない方にもスポットを当ててほし

い。人手不足なので、興味を持っていただけるような内容を検討し

て頂きたい。 

 

（審議委員）新聞折込の「スポーツとよかわ」が廃止になり、ローカルなスポー

ツの情報が入手しづらくなったので、ケーブルテレビで紹介して頂



 

 

けると良いと思う。 

 

（審議委員）バスケ大会で、ナレーション無しの部分に少し違和感を感じた。 

      現場音だけでなく何か工夫があると良い。 

      インタビュー時に民放のような要約テロップがあると伝わりやす

いのではないか。 

 

 

 

（３）２０２６年度 自主放送番組 実施計画について説明 

 

〇ご意見、ご要望 

 

    （審議委員）甲子園に行く道のりとして、結果以外にもコーチや保護者とのかか

わりなども取材してほしい。 

          午年開帳についても、イベントが行われるまでの過程を取り上げて

欲しい。裏で努力をしている方にクローズアップして頂けるとあり

がたい。 

 

（事務局） 市民向けの放送ですので、御開帳にむけて市民の盛り上がりが高ま

るような番組を制作してまいります。 

      高校野球については、事前の応援番組を毎年制作しておりますが、

決まった構成だけでなく、保護者など取材対象を広げて踏み込んだ

取材ができるよう検討してまいります。 

 

 

 

                                   以 上 


